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中学生・高校生を持つ保護者対象のプログラム（プログラム　 5－⑥　P50～ P53）

思春期の心　～登校しぶり～

【プログラムのねらい】

【プログラムの展開例】（時間 60分程度）

○進め方　◎ことばかけ 留　意　点

導
入
10
分

○自己紹介をします。

○プログラムのねらいや学習の進め方につ

いて説明します。

○自己紹介やゲームを行ったり、参加しや

すい雰囲気づくりをしたりします。

○明るく元気な話し方を心がけます。

○今日のプログラムのねらいについて、ポイン

トをしぼりわかりやすく説明します。

○ゲームなどが終わるまでに、次の活動にス

ムーズに移れるようにグルーピングしておき

ます。

○ 1グループにつき 5～ 6人（全体の人数が

少ない場合は 3～ 4人）を目安に編成しま

す。

○導入で時間を取りすぎると展開やまとめの時

間が少なくなります。あらかじめ時間配分を

考えて進めていくようにします。

展
開
40
分

○「ワーク 1」の活動の説明をします。

◎「エピソード」を読んでみましょう。

◎親の立場になって考えてみましょう。親

はどんな気持ちか考えてみましょう。

◎グループ内で意見交換してみましょう。

○「ワーク 2」の活動の説明をします。

①この子の今の気持ちを考えてみましょ

う。登校をややしぶりながらも学校へ行

くことができているのは、なぜでしょう

か。

◎グループ内で意見交換してみましょう。

○親はどんなことが心配なのか、具体的に言葉

にしてみるように助言します。

○答えに「正しい」、「間違っている」というこ

とはないので、考えたことを積極的に話して

欲しいこと、また、お互いの意見を共感的に

受け止めて欲しいことを話します。

○この子が今どんな気持ちなのか、自分がその

子供になったつもりで考えるように話しま

す。

○ワーク 1と同じ展開で進めます。

　中高生になると、子供も以前のように気軽に気持ちや悩みを打ち明けなくなり、親は気をもむこ
とも多くなります。ここでは、登校しぶりなど子供の気持ちや悩みを考えつつ、親としてどのよう
に子供を励まし支えていけばよいかを学習します。
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②話を聞いてもらいたい人は、誰でしょ

う。

◎グループで意見交換しましょう。

○「ワーク 3」の活動の説明をします。

①親として悩みを打ち明けやすいようにす

るには、普段からどのように接したらよ

いでしょうか。また、学校との連携はど

のようにしていけばよいでしょうか。

②親としてこの子にどんな励ましの言葉を

かけたいですか。

◎グループで意見交換しましょう。

○相談相手は周囲にたくさんいることや、資料

を使いその中に相談しやすい人がいることに

気付くように話します。

○親としてどう支えていけばよいか考えるよう

に助言します。

○なかなか書くことのできない参加者には、自

分なら、親にどんな言葉をかけて欲しいかを

書くように助言します。

○ワーク 1と同じ展開で進めます。

ま
と
め
10
分

◎今日の学習をまとめましょう。

○参加者一人一人に今日の学習を通して感

じたことや感想を書いてもらいます。

（ふりかえり）

○発表してもらいます。

○今日の学習を振り返り、特に印象に残ったこ

とを中心に書くように話します。

○あらかじめ、数人の方に感想を発表してもら

うようにお願いしておきます。

○発表を共感的に受け止め、発表に対して手短

にコメントします。

○参加者に、大なり小なり誰にでもある「行き

しぶり」の経験やその時の気持ちをもとにし

て、この時期の親としての励まし方や支え方

を具体的に考えるように話し、まとめます。

※設定時間が短い場合は、ワーク 2とワーク 3を中心に流れを考えるようにします。

kanko ホームルーム Vol36「悩み事相談に関する意識調査」（平成 20 年）

資 料 １

Q  誰かに悩みの相談をしましたか？

この1年間で誰かに「悩みを相談した」という生徒は61.6％でした。相談相手は友達という生徒が多く、
「友達への相談」が53.6％と半数を超える結果でした。また、親や先生への相談は友達よりも少ない
傾向にあります。

この1年間で誰かに悩みの相談をしましたか？（複数回答）

0 20 40 60 80 10010 30 50 70 90

相 談 の 有 無

友達への相談

先生への相談

親 へ の 相 談

61.6％ 38.4％

46.4％

80.3％

65.8％

53.6％

19.7％

34.2％

相談した 相談していない
（％）

（ｎ＝661）
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